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Reproductive Function in the Human Male 
WHO研究者会議報告一一一
昭和 47年 9月 11日から 1週間スイスのジュネーパの WHOで各国からの 10
名ほどの専門家による上記テーマの小会議があった。
いうまでもなく，地球上の人口をどのようにコントロールするかは，今後の医
学・社会・政治の最大テーマの一つである。この会議では， どの点は解決ずみで
あり，どの点が研究中であり，今後どの点を研究すべきかなどについて報告し， 
WHOから出版することが目的である。
会議はアルプスの山がみえる小さい部屋で，はじめの 2日間は下記のような分
担で約 20分ほど説明し，おのおのについて， 30分討論し， さらに総合的検討を
行なった。第 3日からはドラフト(原稿の下書き)作製にかかり，第 5日に最終
原稿としてまとめて WHOに提出した。近く WHOより Technica1 Report 
Series のーっとして出版される。内容は下記の人とテーマからも御推察いただ
けると思う。ただ，男性避妊薬と精子の賦活化 (capacitation)の問題は研究が
まだ一定していないため除かれた。
座長には米国の Lipsett博士がなり，米国人らしいユーモァと会議運営のうま
さにより無事期間内に原稿を作ることができた。連日 9時より 5時まで昼休みと 
15分間 2回の休憩以外は連続して行なわれた。 ドラフトから原稿に仕上げるた
めの文章や表現の改訂作業は，英語をマスターしていても，英語を母国語としな
い学者には議事について行くのが困難だといっていたO そこは英，米，カナダの
人々が全体をカバーした。小生の英語については御想像にまかせるが，マックギ 
Jレ大学の解剖学者 C1ermont 博士から文字どおり細かいアドバイスを受けた。
速記，タイプ，印刷などの能率のよさはうらやましいかぎりである。それでも原
稿の表現の点でまとまらないことが多く，最終日には議長は「今日は書くことに
専念して，科学は明日からにせよ」とくり返していた。
会議最後の夜は各自$20づっ出し合って， ワインとフランス料理のパーティ
が催された。
参加者とその分担テーマ 
FREUND，M. (米国，ニューヨーク大): 精子の運動と移動性 
GLOVER，T，D. (英国， リヴァプーJレ大): 精巣上体(副こう丸)の機能 
LIPSETT，M. (米国，国立保健研究所): Leydig 細胞と精細管の機能と調節 
MANCINI，R，E. (アルゼンチン，ブエノスアイレス): 
男性不妊の免疫学的所見 
MANN，T. (英国，ケンブリッヂ大): 人精液の生化学 
NAGANO，T. (千葉大): 人精巣の微細構造 
Roy，S. N， (インド，国立家族計画研究所): 
人の精管切断術，その生理学的生化学的心理学的所見 
SKAKKEBAEK，N. E. (デンマーク，染色体研究所): 男性不妊症の染色体異常 
CLE~MONT ， Y. (カナダ，マックギ、ル大): アドバイザー 
FREDERICSSON，B. (スエーデン，カロリンスカ研究所): 
国際産婦人科連合代表としてのオブザーパー
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